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学会発表数 

A－a 
A－b 

B－a 
B－b 

シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 

0 0 1 1 3 13 

 
社会活動 

氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

大山 要 
・准教授 

Editor Chromatography 

 
競争的資金獲得状況（共同研究を含む） 

氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

中嶋幹郎・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究（C） 

ドラッグリポジショニング創薬の成功率を

高める医薬品探索法の開発 

大山 要 
・准教授 

日本学術振興会 代表 基盤研究（B）（一般） 

関節リウマチ特異的な免疫複合体のエピト

ープの精密特定と複合体形成制御薬の基礎

開発 

大山 要 
・准教授 

日本学術振興会 代表 挑戦的萌芽研究 

尿中免疫複合体の網羅的な解析結果に基づ

く尿路癌の新たな尿路再発予測モデルの構

築 

大山 要 
・准教授 

日本学術振興会 分担 基盤研究（C） 

関節リウマチの関節破壊機序の解明：高解像

度 CT によるアプローチ 

大山 要 
・准教授 

日本学術振興会 分担 基盤研究（C） 

免疫学的プロファイリングによる間質性膀

胱炎の病態解明と新規診断ツールと治療法

開発 

大山 要 
・准教授 

日本学術振興会 分担 基盤研究（C） 

ドラッグリポジショニング創薬の成功率を

高める医薬品探索法の開発 

黑﨑友亮・助教 公益財団法人 上原記念生命科学財団 代表 核酸医薬の肺選択的送達技術と肺線維症の

治療法の開発 

 
特 許 

氏名・職 特 許 権 名 称 出願年月日 取得年月日 番号 

中嶋幹郎・教授 
 

硝子体可視化剤 2005 年 
10 月 14 日 

2007 年 
4 月 26 日 

出願番号 2005-299760 
公開番号 2007-106704 

中嶋幹郎・教授 T-LEX 法（ヒト肝細胞キメラマウスを用いる

ジェネリック医薬品の安全性評価法） 
商標登録第 5617856 号 

2013 年 
3 月 12 日 

2013 年 
9 月 27 日 

商願 2013-17412 

中嶋幹郎・教授 
大山 要 

・准教授 

線維化誘導遺伝子の発現抑制剤およびそ

の用途 
2018 年 

10 月 31 日 
 出願番号 2018-205632 
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大山 要 
・准教授 

免疫複合体の網羅的解析方法および新規

関節リウマチバイオマーカー 
特許登録番号第 5924659 号 

2011 年 
9 月 29 日 

2016 年 
4 月 28 日 

出願番号 2011-215402 

大山 要 
・准教授 

中枢神経ループス（NPSLE）診断用バイ

オマーカー 
2013 年 

3 月 18 日 
 出願番号 2013-55543 

大山 要 
・准教授 

キノンを検出するための化合物および該

化合物を用いたキノンの検出法 
2013 年 

8 月 27 日 
 出願番号 2013-175654 

大山 要 
・准教授 

肺癌診断用バイオマーカー 
PCT/JP2015/69674 

2014 年 
7 月 24 日 

2015 年 
7 月 8 日 

PCT/JP2015/69674 

黑﨑友亮・助教 薬物送達複合体 2008 年 
9 月 1 日 

2010 年 
3 月 18 日 

出願番号 2008-224118 

黑﨑友亮・助教 抗原または薬物送達複合体 2011 年 
02 月 24 日 

2011 年 
9 月 1 日 

出願番号 2012-501869 

黑﨑友亮・助教 アニオン性を有する新規ナノバブルポリ－リ

ポ・プレックスの製造方法 
2013 年 

8 月 19 日 
2014 年 

2 月 27 日 
出願番号 2014-531611 

 

その他 
非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関係機関名 

中嶋幹郎・教授 非常勤講師（行動科学） 長崎歯科衛生士専門学校 
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